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山鹿市は旧石器・縄文時代から活発な人類活動が展開され、市内各所に多様な

文化財が残されています。本格的な発展は弥生時代の中九州を代表する大集落遺

跡の方保圧|東原遺跡にはじまり、チブサン古墳に代表される日本有数の装飾古墳

群、朝廷が築造した古代山城の鞠智城跡、近世幕開けの契機となった肥後国衆一

摸の舞台である中世山城群、近世から近代にかけて物資集積地として発達した豊

前街道の町並みや芝居小屋八千代座などがあげられます。山鹿市ではこれらの文

化遺産とあわせて、大地に埋もれた歴史の証拠である埋蔵文化財についても保護

と活用に取り組んでいます。

ここに報告する方保田遺跡の発掘調査は、水道事業に伴い平成24年から25年

にかけて実施したものです。方保田遺跡は開田事業に伴い昭和43年に遺物が採

集されておりますが、今回が本格的な最初の発掘調査です◎限られた面積の発掘

調査でしたが、多くの遺構・遺物が出土し、当地区の歴史を知る上で貴重な成果

を得ることができました。この報告書が、市民の埋蔵文化財保護に対する認識と

理解を深め、さらには学術研究の進展に少しでも寄与するならば幸甚に存じます。

埋蔵文化財保護に理解を頂き、多大なるご協力を賜りました山鹿市水道局およ

び関係各位に深く感謝申し上げます。

平 成 2 6 年 3 月 3 1 B

山鹿市教育委員会

教 育 長 堀 田 浩 一 郎

序 文



1.本!Iドは、下記についての埋蔵文化!1ｲ発掘,洲査､服告耆である。

(1)遺跡名 /j-保I=11 (かとうだ）辿跡（熊本Ii喧跡帯リ= 43-208-167)

（2）調査地熊本県|｣ |鹿巾方保田2839番、2390番l

(3)  i淵査原|ﾉ《｜水道事業によるﾉj.保田配水池轆備事業

（4）1洲査期IHI平成24ｲ1三5月21 11～平成24年8ﾉ1  17H

幣理調査平成2 5年 4月～平成2 6年 3 j l 、出土文化財管理センターにて

2 本苫で用いた標高はT.R (東京油､|え均海面II,1i度）である。方位は|1本測地系に基づく。

3 水苔の土屑や胎土の色洲については、『新版標準土色'l111i｣  (農林水産省農林水産技術会議事務A11監修、

財|､11法人日本式再研究所色栗監修) 2002年版による。

4オ寅苦に掲俄した地|Xlは「山鹿市祁'1丁計|山IIgl l : 2,500」平成14ｲ|ﾐの一部を1 il,il盤したものである。

5 本書に掲載した遺構実測図はl /50、遺物実測図はl /4を基本としているが、これ以外の縮尺もある。
各実測図にはスケールを付した。

6 川Lした亦色顔料.｛､｣着遺物の顔料種類については、｜ﾉ1眼判断による。今後の理化‘､揺的な測定で結果が

変災される可能性がある。

7 本書の執筆1，,懐は宮lll命がｲ丁なった。

8  !1 ,1査で出土した遺物および作成した図面・写真等は、すべてll l鹿市教育委員会が所管する山鹿市出土

文化IIｲ管理センターにおいて保管している（〒861-0382熊本県ll_|鹿市方保田128群地・電話0968-46-

5512)。

例 二
'二1
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図 版 1 洲 査 区 遠 蛾
l 南 か ら
2 北 四 か ら

| 叉 | 版 2 1
l 1 ト し
2  SH-73

トレンチSH-18・SH-73
束 か ら
北PLiから
北 西 か ら

|刻版6 1トレンチSH - 7 3 ･ S K - 1 0 7
1  SH-73ベッド状遺構｜･卜j西から
2  PIT-l 23 (SH-73内)1,何束から
3土拡SK- 124 ( SH - 73 1 ﾉ 1 ) 北 l j ﾘから
4  P IT-102/103切り合い(SH-7 3内）南lﾉﾘから
5  SK-107 北IﾉLiから
6  SK-107 南束から
7  SK-107 白砂層（ベンガラ混）南東から
8調査|X:|止i壁断li l i  _|上東から

| 叉 | 版 7 1 ト レン チ S B - l 2 8
1 柱7'〈Ⅲ[1置状況南東から
2  P I T - 3 7 断 面北から
3  P IT-37 北から
4  P I T - l l O 束から
5  PIT-112 南|几iから

|叉 |版 8 1トレンチSD - 1
l 北 西 か ら
2 北 壁 断 面 南 か ら
3 南 壁 断 面 北 か ら
4 中央／南区間断面南壁南から
5  SD -70断面｜椥幽から

| 叉 | 版 9 1 ト レ ン チ 土 拡
l  SK- 1 6 南東から
2    SK-2 1土器川｜含状況南から
3  SK-23 南東から
4  SK-23・SD- l断面 一|上IjLiから
5  SK-6 1 南東から
6  S K - 6 1完掘 | ; # *
7  SK-65  (焼_上）南東から
8  SK-93 南から

図版1 0 2トレンチS H - l O
l  ljLiから
2 南西から
3 焼 土断 l i i 北 西 から
4焼土上l1'liの士製勾玉,'-ll土状況｜､|ｲIﾉLiから

区|版112トレンチSH -17
1 」上から
ク ‘ - ァ、 -‘ ｰ 蝦 か 1 つ

3 焼上｜几iから
4 焼土｜､＃j束から

IXIIW 12  2トレンチSD-7
l 1 判 から
21+ j山から
3 断 面 北 M I f _ | 上 火 か ら
4 調 査 区 北 壁 西 か ら
5，洲査区|几i壁南東から

図版132トレンチSD-7 ･ SK ･ PIT
l  SD-7111ili'ill状況 北東から
2  SD-7遮物出土状況｜判IﾉLiから
3  SK-4  1)Liから
4  SK-18 束から
5  SK-70  1'Mから
6  SK-70  I椥東から
7  PIT-34/35  1#ltji几iから
8  P I T- 72 北東から

図版141トレンチ,' - |｣ ,上遺物
l  SH-18(第6図7)
2  SH-18(til6図）
3  SH-18("6図）
4  SH-73(第8図）
5  SH-73(tW8図3)
6  SH-73(第9図）
7  SH-73(第9 1I)

図版1 5 1．2トレンチ出二 l這物
1    SK-21(第14図）
2  SK-21("14図）
3  SK-21("141xl6)
4  SK-21("14M7)
5  SK-lO7(" 16 M)
6  SD-l(Zil 12図）
7  SD-7(第23図5)
8  SH-10(第19図4)
9  S D - 7 (第23図14 )

|又|版16  1･2トレンチ出'二遺物
l - | 三 製勾 l i
2滑石製棋造占 i 1 I
3 繩 文 土 器
4 鉄 製 品
5 イi斧・イ丁錘

図 版 目 次

トレンチ完榊|ﾉ〈況
ン チ 全 賦 南 i 1 i か ら
南から

図版 3 1 トレンチ S D - 1 ・ S K - 1 0 7
1  SD-l 南東から
2  SK-107  1*jiILiから

| X |版 4 2トレンチ完掘状況
l 全 景 南 か ら
2  SD-7 北東から

| 叉 1 版 5 1
l  S H - 1 8

2  SH -18
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第 1 節 調 査 の 経 緯

｜_||鹿市水道斗喋では、力保H1（かとうだ）水洲・

配水施設において|呪ﾉkエリアの兄直し皮び水普及地

域の解消を行うため、施設の耐震化と更新を図り安
心安全な上水道聿業を推進することを'二|的として、

第 1章調査の経過

128日石

'1z成25年度にIIu/l<池の増設並びに管III1棟（ポンプ
室）を建設することとなった。

事紫に先1IZち、担当!鵬である|||鹿市水道ﾙ!)水道,裸
から、平成22年11月18R付けで高|･l町地におけ
る埋戯文化財についての照会があった（22年度11 '

捕第l80 )j･)。地図と照合した糸ili県、lll職文化財包
械地（方保田遺跡）の脆囲lﾉ1であった。計画地周辺

では洲査朧がなく地卜遺構の状況が不|ﾘ lであったた

め、ノ|<道!抑からの発#Ill通知提出によって平成23ｲ|皇

12川1311にi洲I『嗣介を実施した。
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試掘洲査は計画地のうち、配水タンク予定地と管
111棟予定地に3箇所の訓杏区をi没定し、重機で抓削
した。（第21叉|）その結果、いずれの,凋査区でも満
や柱穴などの遺構を検出し、弥生時代後期から,{煩
時代初頭及び古代の土器3袋( l6kg)､鉄器1点（刀
子11｢、節18 M 35)が出土した（表l)。

試掘洲査によって当該地区に遺構・遺物が分ｲ| jす

ることが明らかとなった。このため、事業計画の変

史によって111 1ﾙ此文化財が保護できないか事業者と|筋

,議したが実現できず、事業範囲について記録保存の

措置を取るため発MII,淵査を実施することとなった。

，洲査にあたっては|｣IM I|丁をIII、｜｣|鹿市数育委員

会を乙として調査期間を､Iz成24年度（発}I I嗣査）

から25年度（報告書作成）とする実施協定を平成

24年5)1  10l訓付けで締結した。また、発掘洲査

ならびに報告書作成業務の委託契約を各ｲ'三度（24

年5月10日｛､l･け．25年4月l l- l付け)で締結した。

長 さ 遺 構 面 ま で の 深 さ

I 区 ． ' ̅ 、 1 1 . 01 . 乙

21><        18        10.7

3 区 2 . 0      1 0 . 6

表 1 試 掘 調 査 の 調 査 区

第 2 図 調 査 区 の 配 置

第 2節位置と環境
方保旧遺跡は|||鹿市|､'1部、菊池川11ｺ流域右iドの台

地中央部の|付端に立地する（第1図･ |X|版l)。遺
跡範|j l:lは束|jLi 500 m、南北350 mの範|mと推定さ
れている。この台地は後期更新|ltの低{l ' [段丘で標高

30～40m程度、中央を東西に国道325号が通る。

台地|几i端に山鹿'lj街地があり、東部には鹿本|}I Iの市

街地（近lltにおける山鹿新|111)がある。台地南端で

は菊池川が|呵流し、崖Imが形成されている部分もあ

る。台地中央付近は主に水HIや畑として利用されて

おり、家屋も散ｲfしている。，淵査地の周辺は北から
南の菊池川と沖枝平野に向けて低くなり、台地上面

と沖砿平野との比高差は10～15m細空である。

洲査地の|||状は畑地でほぼ1z坦、地表Imの楳高は

33.0～33.3 m付近。_|上と束は道路、西は畑、南は

段丘雌が造成され、宅地（'二|の出|､｣1地）となってい

る。j, ' i l辺では昭ｲll 43年3j1に圃｣州割|I I i (山鹿巾東

部方保田地区間Ⅱ1圃場擦備聿紫）に際して、辿物が

多量に採集された記録がある（注l )。、封時は行政

による埋蔵文化!!ｲ･保誰体制が椎1i,'iされる前であった

ため、高校の考古学部生徒らによって遺物採集が行

われた。5ルLの紺式石柏のほか、堅穴住居tli己らしき

遺描も確認されたが記録できずに破壊されてしまつ

、 ／ 、 竜
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拶

接な|11係があるものとj&(われる。

注1：隈 昭志､杉村彰一｢方保田調査概報｣『チブサン』第13号、

熊本県立鹿本高等学校考古学部、1 9 6 8年

隈 昭 志 「 山 鹿 市 方 保 田 の 石 棺 群 と 遺 物 包 含 層 の 調 査 」 『 菊

池川流域の古代文化』熊日出版、 2 0 1 2 年に再掲

注 2 ： 宮 崎 歩 『 方 保 田 東 原 遺 跡 1 4 』 山 鹿 市 文 化 財 調 査 報 告

書第 1 2 集、山鹿市教育委員会、 2 0 1 1 年ほか

注3：『山鹿市史』上巻、215 -221頁、1985年

佐 治 健 一 『 馬 見 塚 古 墳 群 辻 古 墳 』 山 鹿 市 文 化 財 調 査 報 告

書第 1 4 集、山鹿市教育委員会、 2 0 1 2 年

注4：中村幸史郎『方保田神社裏古墳」山鹿市文化財調査報

告書第 5集、山鹿市教育委員会、 2 0 0 7 年

写 真 1 既 存 の 配 水 タ ン ク

第 3 図 遺 構 配 置 図

たという。報文では「ブルドーザーとの胸間卜みたい

な洲査」にも関わらず「ほぼ全域から多量の遺物を

検川」して「土器片の数はT-点を越すと思われる」

ことが記されている。出’3品は弥生||､'f代からll｢域|1､f

代や古代の土器、鉄器などがあった（第28図)。

方保|Ⅱ遺跡のﾊ11辺には|, illl,f期の集滞辿跡や古城、

箱式石梢が分布する。方保ll｣遺跡の|､|らj束、方保川川

が開析した小規椣な谷をはさみ隣接した位置に力保

田束li(遺跡があり、60 1''|以上の発Wlll ,1,1査によって

弥生llf代後期から古墳||#代前期にかけてを中心とし

た多繩多様な遺椛と遺物が|_'1土している（注2)。
方保ll l遺跡の北に隣接して|'|石古閑の|見遺跡と|'|イi

遺跡があり、これまで小規棋な試掘I洲査等によって

弥生後期から古以'i前期及びTIT代などの遺構・遺物が

出土しているが、詳細|は､|411然としない。方保川辿跡

東方の丘陵上には7基の|!1墳からなる馬見塚古噴群

があり、盟主城とされる）上ILi墳はⅡ/"|| 40年と､|f成

22年に発掘調査が実施された（注3 )。昭和40年

の洲汽では家形ｨLi棺、舟形石棺、紺式石棺など4基

の1Lill｣1が出l2した。このほか遺跡l尚l辺に分布する肺i

式石'1‘|は昭和40年代に不ll,¥発見されたため、｜ﾉ1容

について判然としないものが多い（注4)。しかし、

同ll#!WIに存在したこれらの辿跡や｢l-I埴はそれぞれ密
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第 3 節 調 査 の 方 法

D調査の体制

(1)平成24年度

IIIMEII丁教育委幽会

戦育長杉本作徳（』|匹成25年3ノ｝

数台次長 、I｣：|||打泰和

文化課長 I I j 田 仏隆

群議員 メL| |_|信敏

，洲長補I/,北文化財係隆|3I̅Il llii,'i

文 化財係（洲査担 J 1 ) 宮崎歩

山鹿巾7k道局

ノ|<道局長1'ﾉｲ水稔

ノl<道課長寓田裕二

，帆長補",f阿蘇,1,,1,    {iu

( 2 )平成25年度

数行長堀IH i l ' i一郎

数台部長水ｲ ; ､ |厚男

文化課長 メLI_|_|信敏

！裸長補",｛｜粟|田正尚

文 化 係 長 飽 本 勝 仙

文化係 1 ! ; 1 崎歩

IIIM'|j水道j｢,)

ノl<道局長11;1本稔

水道課長 ′ I I I 佃裕二

，深長補佐中原欣山

業 務 係 膣 功 能 宇 治

(3)作業員

｜トレンチ

i,i'f SD-]

2 ト レ ン チ

6232      if SD-7      3795

上拡SK-21          12.27 住居SH-10  0.82

|拡SK-107    18 .71住I I I ISH-17    1 .4

l i i l 1 1 I S H - l 8      3 1 . 2 2 そ の 他 3 7 . 6 2

lial,II SH-73      32.22 合計

2 3 0 . 6 4 検 出 中 24．18

表 2 出 土 遺 物 の 重 量

総合計

その仙 73．9

7 7 7 Q
I 1 ． i u

332.6 1

(単位; k9)

l u ま で ）

jji(| 1洋一、森本正||肯、11良敏彦、｜泄部|宝徳、塚本

良助、古閑孝ll{I  (現地ｲﾉI業・山鹿巾シルバー人材セ

ンター）

仙川真由美､石橋洋子､尚木由起r､松|士I上' '1（糖

III!ｲﾉ|業・山鹿'|j出土文化11ｲ管理センター）

②調査の方法

対象地の表|掘削は、1淵査員が包含層の状態を確

認しながら重機で掘り｜<げた。その後作業員によっ

て辿椛|血iを1i1ili ,|し、道ｲIIIfを検出して検出状況ﾉj【典を

撮影した。束|1 !llの配水タンク予定地をlトレンチ、

西側の管理棟（機械室）予定地を2トレンチとした。

(節2．3 1Xl)

辿椛は平版等によって州置凶を作成し、極獅ごと

ではなく検,' l ',lllI!に番号をつけた。辿|;IIIf'与真は, 1,'il介員

がカラーリバーサル・モノクロフイルムを使川して

搬彬した。搬彩は3 5 111111フィルムカメラを基本に、
ll l i助川としてデジタルカメラ、令休写真用として中

jiリカメラを仙川した。！､Ⅵ!'1的な業務は以下のように
委,;[した。

・発抓作業（ll I鹿市シルバー人材センター）

・辿構平面実測、遺構実測|Xlデジタルトレース((株）

1111j,'If文化財サポートシステム熊本支店）

・ル!〔空写真搬影（九州冊'〔空㈱熊本樹'業所）

1洲杏期間'| '、調査地近くの大道小学校6年生を対

象とした売WI|柵査体験(6)二17日|ﾙ|樅､50人参〃|I)

および市民を対象とした現地説|ﾘ la  (7H28I」開

催20人参ﾉ川）を実施して普皮稗発に努めた。

1J地訓沓!ﾘⅡ, ' '11は平成24年5ノ121日から8月

1711であった。

今|IJIの訳l沓で,'11  l:した道物量は|ﾉ1法54×34×15

cmのコンテナで76 #i、!n& 332.6 kg。遺物I1tが多

いのは両トレンチともi , ' i fであった(K2)｡

" l ' l !調査は辿物をすべて水洗・' l i t煤して、l lXり上

げi l i位（主にビニール袋）及び出土辿構ごとに番号

をつけ、台III腱を作成した。遺物は1 il,'1青貝が選別し、

辿|1' 'fの時期を示すものや特徴的なものを中心に注iu

した後、接合・復元した。注記は辿跡の略記リノと調

合ｲ|ﾐを組み合わせた「KTD2012」とし、遺物内面

などEI立たない部分に記入した。火i1 1l1は作業山が'|'

心に行い、キl11'i者が確認した。実i1!ll lx|は印刷{|:|こが

りの二倍サイズに縮小し、ロットリングペンでト

レースした。一部の|Xll l ' l iは担当者がデジタルトレー

スした。遺物'I j真は}日l '1荷が撮影した。整理作業終

｣診後の出土辿物や実測|叉|・写真類は、｜||鹿'li川｜文

化11ｲ管理センターで保'i ri;している。

n､I;|

-4-



第 4 節 法 令 等 の 手 続 き

今回の発掘仙崎における文化財保護法（以下「法」
という｡）等の法令にjiLづく下続きは以下のとおり。

①I淵査の通知（世94条)1/f成23{lil1)1 1611付
けll_1 |<Pl-lO4号。試掘,洲介のi,li泉を添ｲ､1．して23

年1月4日ｲ､ lけ山教文M6-1 88号で熊本県教育委

員会へ進達。24年lノ] 1611付け数文節243 1号

で県から通知、発掘洲査実施の指示。

②発掘 , 洲査の通知（法 9 9条 l ) 2 4 年 5川 1 1 l 付

け山教文M6-2 5号でﾘ,L教委に通1<|1，24 {|2 5月11

11付け数文第323号で県教委から迪知。

③発見l,ll  (遺失物法13条）・保管,il[ (法100条）

24年10月311付けlll教文M 6-136号で| |_|鹿弊察

料および県教委に提出。

④埋蔵物監査（法102条2) ;24{|三10j1 22 11付

け数文節152りで県教委から通知。

第5節調査の経過（調査日誌抄録）
5/21  ( l l )曇一 I1 ,↑雨／機材搬入、小屋トイレ。91昨から16時

3(〕分まで'[機柵ili l1,0.45級一台。検,'-|| |州始。1トレで包含Ⅳ'i (ili'1:

灰粘質 - '三（床士）植物細根多くしまる）より土器災中。床 ’二の

II(|:卜が遺榊|m (III,f茶～茶仙色粘蘭|:、しまる)。
5 / 2 2（火）快晴やや風あり／調査区周辺に角杭とローブ投置。

lトレ検川。ルーj北ﾉﾉ| f']に洲、化居少なくとも2棟。弥ﾉ|呈後、lll墳、

古代の土器が混ざる。遺榊而乾燥で見にくい。シートをかける。
5/23(水)蛙／1トレ検出｡ｼｰﾄ効果で作業が楽｡検''1写真搬膨｡

5/2.1  (木）曇／世構掘i'i '1．中央職は古代から中|ll:。不定形の

｜拡はおおむね浅い。イ:iヅ〈は深いものがある。
5/25  (金) I:1:j/降雨のため作業に|-' ll二。シートを外し水分補給。

5/28(月)韓→'快IW/ 2ﾄﾚ検||',ほぼ終1．．2トレ全体にj|l､Lい･

S I )か落ち込みか。 lトレ平板。

5/29（火)II青れ/2トレ検lll、撮影、ljlll i｣i'lo牌|上",lにサブトレ。

5/30（水）曇／2トレ掘i ' i l l oSD -7北サブトレ完掘。SH- IO焼 '三

｣1mより二|製勾玉。

5/31  (木）曇時々雨/2トレ掘削、｜有半ピット群。北東SK-lO

焼'二周辺より鉄lハー。埋脅（塩ビパイプ)  w60，d76以上。I,|嶋1

j I I SH-17焼上中心に方形プラン。

6/i  (金）曇/2トレ掘削、｢|':1,|皇ピット鮮深い。SI)-7掘肖'1.

6/4（月）曇、強瓜／2トレ、SD-7断面写真撮影。断面実i!1ll ｡
6/5（火）胴のち無／雨のため休み。

6 / 6（水 ) I I 肯れのち曇 / 2トレ、体験発掘川意（サイン、道具、

資料等)｡椛穴､|坑のﾙﾙi'ill｡ SI)-7 IElllll｡ sH-10定掘。

6/7（木）曇／体験発掘、SD-7 _|層の照禍土をﾙﾙ削。①9：
30～6年1洲22人十引率教,和。②1O : 3 ( )～6年2f11 23人十引

率数諭。報道（新聞2社､テレビ2社)､秘詳課．2トレ柱穴排ll ili'1｡

SI)-7中央'|1層よりほぼ完形の大型'!l'lil点。
6/8（金）雨のち姓／雨ﾉ<のため休み。

6/11  (l l)，曇のち|11/ 2トレSI)-7内にSK-70o

6/12 (火）曇のちl:|: i/ FI: l天のため中止。

6/13 (水）快|l,'i/ 2トレPIT-72 '-|ｺ央の焼粘土、断而災＃11。
SK-70 (SD -7内) |断面実測。

6/14（水）快II'i/ 2トレほぼ完IMI･塩ビパイプは排水管。

6/15 (f)曇のち|:11/ lトレ検出。降雨のため、′I前中終ro
6/2()（水）曇／2トレ定N}|状況搬影。SI)断11f'i実illl1 ｡

6/22（金）快晴/lトレル〔半検川､SI)-1 llili'il｣｡  5 m毎に三分制。

6/26（火）曇のちI1I¥れ/2トレ排水。lトレルII W'|o
6/28（木）曇一時小雨/1l､しSI ) -1 ,、区とc区ほぼ充掘。

|'l磁合,'｡、ベンガラ付き凝灰岩ハoSI-I-17,'|| |自状況撮影。

6/29  (f)  =/ 1トレSI I-21周辺にサブトレ①～⑤掘肖l1.

7/2  (jl)曇のち|:|､I/ 2 1､し排水、土器洗i↑卜。午後、lトレ伽削．

S1-1-18 ･ 21,SI)- 1南東のビット群。

7/3（火）曇のち|: I j､7/ ,1 (水) Iwl : j一時曇／降雨のため土器洗浄。

7/5（木）曇／2トレ排水。lトレ伽削SH-18､一段下げで椛穴。
Sl i-21 1!'il辺。SI)- 1完州。

7/6（金）曇のち|洞/ lトレ掘尚 '1．雨のため土器洗浄。SK-39、

辿榊腓の'二のたまりか。一部柵i'i '1.

7 /9 (月)快晴/ l ﾄ ﾚ伽 iL j i l ､SH -18遺物取り上げ。1､̅に遺榊なし。

7/'0（火) HIifれのち曇/lトレM|| |!i'l、、愉,!||｡

7/11  (水）曇/lトレSK-37、’’1『1,か。I )IT-5切り合いあり。

7/19  (*)曇、ノ'二後快ll, ' i/ 2ﾄﾚ排水､泥出し。lﾄﾚ|1111 i ' l l lo

7 / 2 4（火）快 l l i ¥ / 2 ﾄ ﾚ英測。 l ﾄ ﾚ掘肖 l l ､ P I T - 5、SK- 2 3 c

7/25（水)H背れ/lトレ|1111 i'lllol、2トレ災測。

7/26 (水 )快H1 I i / 1 ﾄ ﾚ伽削､断 Im図。 I ) I T- 87、SD - lベルト。

7/27(金)'快'|背(一||､'rl:i:I)/ lトレSI I-73 11111i'ill｡ SK- 1 9ベルト搬影。

7/28（｜:）快llili/現地説|ﾘl会、2()人参加、広糀互伝不足。

7/30 (jl) 1l肯れ一時|:|:1/ 1トレルll i'i'loSK-93 1Wrlili実測、充掘。

SD-70、SI-i-62ベルト実i!!'lo

7/31  (火)快||1'i/ 2ﾄﾚﾙ||削・収風強い･

8/1 (水)快II冑のち曇/1トレSI-1-73掘肖l1｡ 1う区内のPIT切り合う。
S区、うっすらと''1粘土”則・WIﾒ: 11,III HII始める。

8 / 2 （水）曇のち晴れ / l トレ S H - 7 3 ' S K - 2 1 辿物取り上げ -

I)l､｢実i!!|I｡  SK-2 1、浅い。｜断而'幻!!|1.
8/3（金）晴れ一時曇/1トレSII-73・SK-21 ･ SI)-1等捌l梢|｣。

8/6 (JI) ||1¥れのち曇/lトレPI｢I,-37.11()･ll2､SK-107 1'|帖土、

ベンガラ。SD- lベルトより滑石製唾飾。胴位不明。
8/7(火)||肯れり)ち曇/lﾄﾚﾙll i ' i l I。撮影前矧縦、SK-1()7から

鉄器、ノ｣子か。杣らしき水質も。SK-18 ･ 19 ̅ F層州lli#'1.
8/8（水)11青れのち曇/lトレルll i'ill、掃除。

8/9（木）曇-11,↑|:11/淌掃。全紫写真撮影後、雨が降り始める。

メッシュ,没営。51 1-73ベルト実測。Sl)-1 1,ﾙ|上両端'1j真。

8/10 (f)快H1¥/ SI I-73ベルト伽i'i 'l､写真。SD-l l刊北端実測。

21､し図|川確認r! SI)西端‘j瓠l1．トイレ汲み収り､ハウスと共に倣収。

機材は文化財管理センターへ搬川。SH-73中央に灰溜まり。
8 / 1 5 ( 水）晴 ｵ L /実測 ( 3名）

8/16 (*)晴れ／実測(1名)  |Xl lmチェック。

8/17  (f)晴れ／機材洗浄、l()～17時j'|!め戻し、撤収。

５



第 1 節 調 査 区 の 位 置

今|川lの洲介地点は辿跡椎疋範囲の中央{､l近、台地

の南絲辺近くに位世する（鋪l図)。周辺はI I日和43

年の|'lil場整1i,|i ｣ll業以降、水|IIJPklllとして利川されて
いる。1凋査l i l i積は lトレンチ200㎡、2トレンチ

150n1  (合計350㎡）である。

第4図1トレンチ平面図 数 ｣ j ' ! は遺椛踊号 ･ ( ) は l 君からの掘り込み
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第 2 章調査の成果
第 2 節 層 序
，洲査区はかつて畑として'川'されていたため、ほ

ぼ､､Iz坦であった。地表|mの楪尚は33.0～33.3 m
｛､l近。胴序はどちらの,ﾘ,'l沓区も大差なく、｜員ﾙ1から
1III1に耕作上(厚さ0.2 m狸度)･床土(1¥さ0.1～0.2
m牌度）の下層が遺描検川面であった。かつて|刺場
"1i,'iによってﾉ<きく削平されたとのことで、床土に
土器が多く含まれる部分があった他に|ﾘl確な包含層
は残存していなかった。道描検川面は標高328～

32.9 mｲ､ l近の褐色|: (10YR4/4)で、これ以下は

Ⅲ

ン



32.4～32.7 mｲ､｣近で締まりのあるl｣' ' i褐色Mli質士

(10YR5/6 )となる。表-|二の堆枝状況はlトレンチ

i#SD- lの|打北雌（第12図①⑤)、2トレンチ満
SD- 7北碓（第23図①）などを参照のこと。

第 3 節 遺 構 と 遺 物

①1トレンチ( " 4 ･ 5 1X l、図版4 )
洲査地の東側、配水タンク建i没予定地に設定した

円形の調査区である。'|'央部でほぼ､|､|ｲ北にﾉ上る満

SD- l、その東側に堅穴住居SH-18o73と墓拡SK-

107、北東部で抓立柱建物SB- l 28の一部、南東部

でｲく整形の土坑や| 111径0.3 m暇度の小規模な|; ii穴な

どが分布する。遺構面の|何北2簡所で焼土を確認し

たが、これに伴う遺構は検出できなかった。

(1)住居 SH-18 (第6 ･ 71X|、｜叉|版5 ･14)

洲杳区|,fi西に{ ,'[置する竪穴住居。平|川形状は東が

ふくらんだ楕円形で、南|川は洲査区外。南東で_|拡

SK-l8をﾘjる･束|ﾉﾋ1 3.7×南北3.7 m以上､深さ04

m･北壁の掘り込みはなだらかで、南峨はおおむね

垂II1I :に立ち|託がる。柱穴やカマド・力i.貼床などは

検川しなかった。竪 <住居としたが、不轄形な平

面や掘り込み形状などか

ら、大規模な土拡である
可能性もある。

辿物はl ' l !土全休から| :

器ハ･などが31.22kg 111 1a
したが、接合状況は悪い。

饗は頚部付近までタタキ

洲柊を残すものが大半で

ある。内lmをよく削り器

酸を薄くしているものも

あ る （ 第 7 図 1 ． 2 ) 。
壷｜｜縁（7図3～1 1 )

に文様は兄られないが、

外|mの一部にベンガラが
付ｲ ' f したものがある ( 7

1 X l l O ) 。人型の鉢 ( 7

1X|21･22、図版1 4-2)

はl l1[径の異なる別固体の

I̅ |緑部だが、いずれも弧

部の突帯に刻目を施す。

台ｲ ､ 1鉢（7図23、図版

1 4-3)はlllil l行にニイL一Ⅱで三ﾉJ･ |{ilのゆがんだ|11形

透かし孔があるが、賞通しているのは一簡所のみで

ある。」二拡SK-2 1でもli l様に、透かしfLが貫皿し

ていない高杯脚部 ( 1 6 図 4 ) が出土している。器

台（7図32，lX|版1 4-3)の脚部外面!|}央には長さ

611Ⅲ叩11寝の籾状の杣物祁f圧痕がある(|＜写真)。

この器台は外旧iにほとんどナデ調整を施さず、口縁

も水､|とに整えないなど|-l靴な作りである。小uiﾘのコ
シキ( 7 1XI 33)は底部にiliｲLがある。

(2 )住居 SH - 7 3 (第8～ l 0図、図版2．3．14 )

訓査区' | '火北西に位置する竪穴住居。西壁の人半

を｜拡SK-107に、西隅を不整形の士拡SK-73に、

北隅を溝SD-70に切られ、北東で竪穴化居SH-100
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をﾘ jる。平面形状は東西に暖い長方形で、規模は北

辺5．8m、南辺6.1 m、束辺5.2 m、｜几i辺5.0 m，

深さ0.12～0.41 m･北llLiにベッド状辿|;,' ' i (3.7×l5

m･lxlllX6-1)｡ iと柱ﾌ1<は柱7{( PIT-126ほか3基で、

W II|4には所在しない。中央やや南で炉(SK-124､0.5

×04×深さ0.03m･ 81X|6．IX I版6-3)があり、

ごく浅いくぼみに焼土が集まっていた。束半中央付

近の柱穴PIT-123 (038×0.55×深さ0.4 m ･ IXI

版6-2）の底ll ' l i近くから､ほぼ完型の小j' iﾘﾒL底壺(lO

図13、｜叉IM 14-4)が出｜畠した。

辿物は埋土乍休から土器片などが , ' l 1 l 2 し た

(3222kg)。饗は休部外Wliにl,llll毛訓確を施し、タタ
キは兄られない。沓型器台（9図1 3 )は今回の洲

査で唯一の川士。人型の広 | I " ( 9図 1 8 )は ' - 1縁

端部と弧部突,ll l ;に| '-1-のl, l l l l毛状T具による刺突文

を施す。グラス状の小型土器 ( I 0 E | 3 ･ 4、図版

1 4-6)は精製され砂粒を含まない胎土で、杯部外Iil i

全休を磨いてから鋭利な｣JLによるil l l線亥llを施す。

杯部の文様は口絲下に平行した二本のII I I線文と、そ

こから下に向けて緩やかに湾lⅡIして先端の尖る鈎状

文からなる。｜器を上から↓Lて'-1縁のA'ill川に文様を

展|%|させると、山形銅器を魁わせるような文様構成

である。杯部と脚部は接点がないが、胎'二や調整か

ら|,1-| ｢'il体と､||断して図化した。llill部には単ｲL三ﾉ'｣-

I I (1の透かし孔がある。ミニチュア土器は杯などがあ

り、，}‘I杯のlllll部らしき小片(10図9，lx|版1 4-6)

は|ﾉ11mに放射線状の線刻があり、外liliにも一部線亥ll

が残る。鉢口絲部(10図12)は住肘|ﾉ1 ' | '央部の{ : i ;

穴P IT-1 22から、| I縁の一部が欠損するのみでほ

ぼ､光形の小型ﾒL底砺(101xl l3、l叉|版1 4-4)は｛1ミ

居'ﾉ1東部の柱ﾌI< PIT-123からII I土した。鉄器は鎌

の一部(10図15)､針状製,',, i , ( 1 0図14)がある(IXI

版1 6-4)。砥ｲiとした石材(10M 16)は上下|,l, i j i l , l

を欠批している。使用面が見られないことから自然

石の' i l能性もある。埋土からはこのほかに繩文言|器

(鉢、深鉢）口絲i|fII  (101又l17～26，｜叉|版1 4-7)

やYif I ( lOlx l27、図版1 6-5)も出土した。

(3)住居 SH-100 (第8 1xl)
訓介|ﾒ:北西端に位置する竪ﾌ‘<｛i悟。大部分が調査lﾒ：

外に位置し、I椥束を竪7‘<ｲiJIIM SH-73に切られ、束

をi,'''i SD-70にり』られる。深さ0.12～0.2 mと浅い。

規棋は東西4.5 m以上。訓1代区端で耐IﾉLi隅らしき
カーブがあるので、東壁がi, ' ' f SD-70付近とすれば

東西辺5.0 m程度か。床面はほぼ平坦で、椛穴PIT-

83（規棋0．6×0.54m、深さ0.24m)はこの住居に

{､ドうものか。カマドや炉、貼床などは検川しなかっ

た。IWi杯|_|縁部(fil 1O図28)などが出土した。

(4)建物 SB-128 (" ll l又I、｜叉1版7)

調査|ﾒ東部に｛III|門する掘立ｲsi雄物。大部分が調査

|>〈外にある。建物を椛成する柱<は3基を検川し、

北からll l1IにPIT-37 (06×0.75×深さ0.54 m ･図

版7-2) ･ P IT- l lO (07×08×深さ0.48 m・図版

7-4）・PIT-1 12 (07×0.95×0.43 m ･図版7-5)。

いずれも1/i ll'iiは隅丸ﾉIJ形で深く、底面は平川、柱穴

PIT- l lOのみ一部が深い。柱痕は検出しなかった。

柱穴間MIi雌は芯々で2.1 mの等|川隔。

｜*1の椛穴PIT-1 10・112は土拡SK-2 1の1く層で

検出した。PIT-37 JP PIT-1 1 0から甕脚部（第1l

図l)などが出土したが、遺椛||､f1UIを示すものでは

ないだろう。柱穴側1枚などからみて、古代に届する

建物か。

(5)溝 5D-1 (第12．13 1xI、｜叉|版3･8．1 6-3)

調査|〆'| '央を北から南に流れる溝。長さ15.4 m

を検,'1lし、両端は洲介区外へ続く。'|'月は洲介区北端

で1.85 m、南端で2.8 m･標i1,{jは北端で32.73 m、

南端で32.46 m・底部はほぼ平川。土拡SK-16 ･

23．61、姓ﾌI< PIT-48など他の企ての遺描を切る。

全休を31)1iill (北|ﾒ:･ '|'央区･|､|11Xi)して州lli'illした。

遺物はI| !世を中心に繩文土器と弥生時代末から古

墳時代初蚊の上器などを含み､6232kgが川tした。
黒色土器(13 1Xl 4～7)はいずれも内外l i l iにへう

ミガキを施す。滑石製石鍋(13 1xl8～11)のうち、

8は｜｜縁端部に縦ﾉj̅ |f,lの把手がある。11は底部の

再利川lll l l iか。石製1ill1lのうち、膳製石斧(13図37･

38）はいずれもごく小片。子持勾f模造,'i'!  ( 1 3図

41､図版1 6-2)は扁平で未貫通の孔が1個見られる。

やや人きな石材(13 1叉|42，｜叉|版1 5-6)は残存す

る二[il iの全休にベンガラが付着し、破断liliの一部に

かけて薄く煤が付満する。

(6)溝 SD-70 (" 8 1X|⑤、区|版8-5)

調査IX北IJLiに位慨する浅い洲。展さ2.3 mを検出

し、-|上は, 1,'il査区外へ紬く･南端は|ﾘ1硴に検,'llできな

かった。1浬穴住IIII SH-73 ･ 100を切る。'|'M 1.1 m、

深さ0 . 0 9 m ｡
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(7 )土拡 SK-3 (第4図）

訓杏区南火、土拡SK- 16の束に位置する。南北

に長く規模は2.15×l .15×0,3 m・縄文二|器片、イi

鍬などが出｜鷺した(" 161X|9．10、図版1 6-5)。

14

11
／ 2 8

3

I（

､，

(8)土拡 SK- 4 (" 4 IXI)

洲卉区南東、土拡SK- 3の北に位i好する。南北に

長くM1模はl6×l .05×0.06 mと浅い。繩文二|:MM

片がllI土した(161:xl 11)。

＝
雲菫勇

二

□

1-陸ブ乱

I’ ||似

16

(9)土拡 SK-12 (節4図）

洲査区南端、満SD- lの東に位lh1する。、1z面はﾉf

29

I

轄形で訓介区外へ統き､M1模は1.0以上×1.9×0.46

m・縄文|器片が川土した(161Xl l2)。

(10)土拡 SK-16 (第12図、｜叉|版9-1)

1 ;l,'1沓区'|1央のやや東に位置する｜拡・洲SD- lに

西､'4を切られる。東隅は満状に{ll 'びる。この部分は

別辿構(i, ' 'f SD-20 ･長1.3×II1R 04×深02 m)と

したが、切り合い関係は確認できていない。規棋は

束|几i 1.5～2.2 m以上､南北2.8 m､底lliはほぼ平1Ⅱ。

高杯脚部 ( 1 2 図 l ) が 川上した。中央やや南火よ

りで柱ﾌ:< PIT-ll l (0.34×0.75×深さ0.3，12図・

断| ''' i@ 5 j'i''i )を検川した。
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第11図 1トレンチSB-128･出土遺物

(11)土拡 SK-17 ("41叉l)

調査|X'l '央のややﾙil lLiに{l ' [|冊する焼|:。小さく焼

土が集まる純|jl l  (016×0.26×深さ0.06 m)の周

囲に焼|をごくわずかに含む褐色土が楕円形状(20

×206×深さ0 . l m )に広がる。辿構検出I I I iでは

掘り込みのラインを検川できず、断ち',i ; l1りで{il認し

た。辿物は川l1していない。

(12)土拡 SK-19 (第6図）
，洲介|又南I) Li端、住1,l｝SH-18に切られる。ルJ模は

28以_上×3．0以上×0.1 mと浅い。縄文土器の深

鉢l l " (161xl 13～16)、弥生後!:ﾘ|の甕川|台(13

図17)などが, ' l l土。

(13)土拡 SK-21 (第14～16図、｜叉1版9-2)
訳|行区北東i|fl;に位|打する土拡。重機掘削段|階から

土器が集中した状態で検出した。平li l iはゆがんだ円

形で〃J模は束|几i2.5 m程度、_|上端はﾊII'i状の蒲ち込み

(溝SD-58 )に連続して明確に検出できなかった。

南北4.0 m1'1り史の大きさか。’て層から掘立ｲi建物

SB-128の+ i i穴P IT- l lO･ l 12を検川した。土拡は

深さ0.14 mと浅く、上milm四方の範|j l lで土器片

を多|,!に検IIIした( 1 2.27kg)が、接合状況は悪い。
本来の遺構|部はかなり削､IAされているようだ。辿

構面を掘削して構築した土拡ではなく、くぼみに土

器j-!i･を投棄したものか。
遺物のうち、甕は脚台がつかない艮胴で、頚部ま

でタタキを施す。詞1縁のうち、|＜端に刻み|可を施

すものがある(151Xl l3 )。グラス状土器(16図5、

図版1 5-2)はl1叩部外|mの三簡所に「ハ」′j'f状線刻

があり、その間に二佃一組の透かしｲLがある。住1!I}

SH-73から,'l l上した線刻のある精製!'1,11 ( 1 0 lx| 3．4)

とl'1様の器形だがやや大きく、調整や胎二'三は普通職1
腹である。| ' 1礫には一部が赤く変色したもの(16

図6）や黒く変色したもの(16図7 )がある。

(14)土拡 SK-23 (" 12図、図版9-3．1 0-4)

，洲介'五中央、満SD- lの卜居で柚出した土拡。
平血は隅丸長方形でM1模はl .2×0 .6×深さ0.32 m

(12 1xI③断||'li 4jg)。この部分でSD- 1の深さが0.45

-14 -

PlT-110

g)PIT-37
1,黒褐上に地ll1小肘多く含む
2.暗褐_Lに地1 1_1ブロック状に針む
3.階茶土(地I II)
4黄褐ﾈI I i蘭上(地l l l )

PIT-110(SK-211ﾉ1)
l黒褐|z(やや締まる．SK-2 1 iIILL
）
2暗禍 - |に l居と地 | | I 3層がブ
ロック状に混じる(PIT-1 1 0埋｜私）
3茶褐二'二(地山）
4.黄褐l l i賀上( iu l l l )

33，〔)m

D                                         D

了う了
④PIT-112(SK-211ﾉ1)
1.黒褐土(地u_1 4牌のブロックわず
かに含む）
2.||部吋--'二(地山3．41!別のブロック
多く含む）
3茶褐上(地山）
4黄褐粘f I土 (地 l l l )

’
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A
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<45K-61
l.黒褐|皇3.llilf茶｣弓
2.階褐土4萸褐粘質|若(地山）

第14図1トレンチSK-21ほか

mあるため、本来は0.77 m以|皇の深さである。北

IﾉLiの一部が工1鼻のためのボーリングによって破壊さ

れていた。逆物は|｣’’二しなかった。

(15)土拡 SK-39 (" 4 IFxI)

渦査区南端､満SD- 1とｲIJEfSH-18の間に位置し、

SH-18に切られるようだが蝿土が浅いため判然とし

ない。規模は1.5× l5×0 .06 m・波状文を施すj i l ' l i
休部や喪'二I縁などがll_}=t  (161X|18～20)。

(16)土拡 SK-61 (第14図④、｜叉1版9-5 ･ 10-6)

, il,'il合lX _|上部の中央に位置する二'二拡・火を満SD- l

にﾘ〕られる。平li l i楕I ' l形で規模は1 .05×1.4×深さ

0.52 mo!-|!央部がわずかに深くなる。i' |!士は壁か

ら床面にかけて粘土を貼りｲ､1･けたような状態であっ

た。壺口縁や土師器の杯蓋などが川土(16 1叉|21 ･

22)。

アメ＝壱壱雪マニミニこ＝ﾌー

-、＝〆看＝=一
⑤SK-65
1〃W-|己に焼上と|'I粘土が混じる
(炭化物ごくわずか）
2II間茶-I: (地山）

(2SK-21  " ILi断面l*"
1.黒礼l-|-:(SK-2 1 111!土）
2黒|：
3.暗褐-'三(地|_!'粒含み締まらない）
4 .ji1,札)|:(地|_l l小粒含み締まらない）
5.I I|'|と同じ(PIT-1 12111!上）
611i01と同じ(PIT-88i'l! -上）

(6)SK-93
1・締りのない黒褐’
2.茶褐土(地山）
3.j'f褐土(地|_LI )

33．1 m

SD-1

; 3．2m

B

|U

、

＄

-、＝〆看＝=一
33．2，1

｜／5 0
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A

①SK-107 洲介区西唯
1.耕作土
2.暗褐土(包含＃'1)
3.批榴上(締まる．地ill7Mと類似）
4.暗褐l:(わずかにfLI砂を含む．SI<-107tm｣2)

ベンガラ;mxl 3IU

一 ̅ - - - - - - - - - -

(17)土拡 SK-62 (tri 4 M)
訓査区西i邪、住IIII SH- l 8と土拡SK-l9の間に位

置する。平lli l iは桁|!1形で0．7×0.55×深さ0.16 m
と筏い。繩文｜器の波状｜｜縁鉢(16図25．26)

や土|'llli器の綿甕､杯(16 M 27～29)などが,'ll  lﾐ。

(18)土拡 SK-65 (第14 IXI⑤、｜叉|版9-7)
堅ﾝ!〈住居SH-73の北火に位世する土拡。ごく浅

l, ､WII|り込みに焼tと白粘’2が混じる此|! |:c高杯小

片、波状文を施すi lI l i休部が周辺からll' , |己した(16

図23．24 )。

(19)土拡 SK-82 (" 4 1xl)

調査'五中央、満SD- lのl几iに位l ifiする｜拡・平|m
は不幣形で川棋は095× l . 4 ×0 . 1 8 m ･弥生鉢、

甕口縁や縄文｜器、サヌカイト製行雄などが出｜含し

た(16 1| 30～34)。

(20)土拡 SK-93 (" 14図⑥、｜叉|版9-8)

調査区中央のやや|fi1回、I報穴住j,'l SH-18の北|ﾉLi、

I竪穴住1III SH-73の|+:iにｲ姉riする」拡。』|z面は桁円

形でMJ棋は l . 1 × l 3 ×深さ0 . 4 5 m ･遺物は出 | :し

なかった。

̅ 言 - - - - - 一

第17図 SK-107･出十遺物

5.黒褐上(締まる．PIT-ll7埋_l :)
6.llil褐土( I!'ilく締まる）
7.茶褐上(地l l l )
8黄褐粘賀'二(地''1）

3SK-107 南北断l ili東壁
LII部け|:(締まる･|'|粘二Lブロック､白{i少介む）
2.1肘に茶褐土地lllブロック多く含む．ベンガラ紺ごく
少苗含む
3.白砂にベンガラ肘含む
4.j鮮鄙,li l:(固く締まる）

0 1 ／ 4 1 0 C m
I                                                         l

l                            I                           l
l - l
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(1)PIT-5
1黒褐|弓
2.賠茶|：
3暗礼)|竜
4.茂柵帖質k (j l l l1)

-]7，PlT-6

②PiT-66/67
1."〈盤褐土に炭化物ごくわずかに御む
2j,l､W5 ｣=に焼|:小約わずかに命む
32屑に地|||小肘多く含む
4 JI'i禍粘質-|-: (地l11)

g)PIT-88
l .!:|､(褐士(SK-2111! IE)
2 . j.l.(褐士(焼土とi災化物ごくわずかに含む）
3.lli､f褐士(地1l1ブロック含む）
4.IIi'f" |t(地lllブロック含み締まらない）

PlT-102

PlT-108

PlT-117
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(21)土拡 SK-107 (第17 1XI、|X|版3･6．1 5-5)

，淵査区|ﾉLi端に｛i'li i,&f,lするlli!搾施設。｜ﾉLiで堅ﾌ!<{ iを届

SH - 73を切り、束は調査区外へ統く･南北2 . 7 m

×東西3.3 m以上の｢I='央祁に東西2.2 m×南北1.7

mの掘り込みがあり、この部分にベンガラとI ' |砂を

含む締まった粘圃｜:が075×l .O mの範|Ⅱ|で桁円

形に敷かれていた(17図断1m3M、図版6 - 7 )。

ベンガラの量はそれほど多くなく、やや赤色が膿い

部分がある程度であった。この層のI'ill用はIIII,:1 0 3 ̅

0 .5 mの淋状に掘り込まれていた。断Imからは柏材

の抜き取り痕や腐ｲﾉj痕は雌,漁できなかった。l'l! |=; |'

や周辺から3～1 0 clll程度の'〃<質凝灰岩の破ハ-(図

版15-5 (i側）がI|',土したが少量(839kg)なため、
ｲi棺であったとは考えにくい。

遺物のうち、〃f (17図2、図版1 6-4)は11l! +

(" 17 1xI断li'i@ 2 11i'I)から,'|I土した。先端を欠損

し、柄部にわずかな水質が残存する。鉄のごく小片

(一辺1.5 cm)もⅡ',|宮したが、｜剣示していない。三

角形の板状凝灰岩破片(17M3･ 4、図版1 5 -5 )

は2点とも|,1様の｣'』Iさで|'1 fTの石材だが、接合しな

い。|Xl示した上而全休にILII<,li土状の蝕料が塗ｲliして

あるようだ。軟質樅"<岩破11I･の'-I 1にはベンガラが付

ｲ!'iするものもある（実測図なし、写11〔のみ掲liI･図

版1 5-5)。埋士から繩文土器の破片や|,|1端を打ち欠
いた石鈍(17図5～8･ |X|版1 6-5)も出l2した。

(22)土拡 SK-113 (第4 1xl)

‘凋査区北東、｜邑拡SK-2 1の北に位|営する。平面

|叉|ではSK-2 1をM||り込むように表1Jしているが、

断l ili観察川ベルトの間に位|附していたため前後|腱I係

がイミ明である。束I几iに長く、ルJ模は1.8×0.6×0.05
mと浅い。頑'-1緑など少卜,tの土器がllⅡ土した(16

1叉'35．36)。

(23)柱穴 PIT-5 (第1 8 1X|@)

洲査lX:|､卜I東部の'| '央、｜拡SK-16の南山に位置

する柱ﾌ ‘ < ･平而は瞳楕円形で規模は043×0．76×

深さ0.48 m。

(24)柱穴 PIT-66/67 (第181叉I②）

調査|ﾇ北西部の|,|ｲ側、満SD- lと|竪穴住居SH-73

の間に位|趾する|:1"'<･平rliはどちらも19形で、椛穴

PIT-66はMJ" 0.45×0.4×深さ0.44 m、柱ﾌ,< PIT-

67はl自任0.2 m×深さ0.08 mとごく浅い。

(25)柱穴 PIT-87 (第8図③）
，洲査区北|ﾉﾋi、竪穴住居SH-73の|J苫からM1|り込

む柱7‘〈。、17i面は桁｢']形でM』模は0.4×0.52×深さ
044 m。

(26)柱穴 PIT-88 (" 18 1叉|③）
，州査lX " ifl;、土拡SK-2 1の|く層で検川した椛ｼ!<。

､|艮面はほぼ円形で規模は045×05×深さ0.4 m、

底部は､'2川。繩又’三器のご､く小ハーが出土(18 1Xi

l l・ l2 )。

(27)柱穴 PIT-102/103 (" 8図④、｜叉|版6-5)

SH-73 1ﾉ､1部の南|ﾉﾘ、PIT-123のすぐ|､判に位|〃する

{; i""<･樅ﾌ'< PIT-103が新しい。規棋は柱穴PIT-102

が直径035×深さ0 .25 m、柱穴P IT-103が0 .33

×0．4×深さ0.18 m･イ-i"!< PIT- 1 02から高朴(18

|xl 15)がllI土した。

写真4埋め戻し後（北から撮影）写真3 体験発掘
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②2トレンチ( " 1 9 1X l、図版4 )

調査|>〈の西側、'i,理建物棟の建設予定地に設定し

た訓frlさである。，洲査区北火から南|几iにかけて斜
めに大規模な満SD-7があり、、束隅に礫ﾝ'<住居SH-

10 ･ |,li隅に竪穴{W,II SH-17を検出した。住居はい

＝

ずれもi ' i l l平され浅い･南半では平面円形で直径02

̅0.5 m程度の純ﾝ:<やイミ終形の-上拡が多く分布する

が､Ⅲ''1'/洞建物は1 " (SB-lO4)を復元したのみ。

調査区ljq壁近くを|剛上に通る1m水管(塊ビ製パイプ、

現在は未使川）で破壊されている。

I

l…1

| ’

､虜

第19図 2トレンチ平面図（数'j多:は辿↓lll所Ij）
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焼土
、 r
さ74

(1)住居 SH-10 ( "21図、|X|版10)

調査|ﾒ來隅に伽営する'羅穴住居。人部分が洲介区

外へ続く。規棋は南北3 .15×東山2 .3 m以上、深

さ0.08 mとごく浅い。南､|《で不整形の土拡SK-4 5

に_'三ﾙｲから掘り込まれる。トi"!<は検川しなかった。
検出純|井|のほぼl-l1火で埋土_'二層に焼|自が乗る（|又'版

l O-3)。焼'2のMJ桃は0.8×1.1×厚さ0.12 m、こ

の上lil iで|:製勾|《が出_|君した(21 1xl l、図版16-
l)。

H

詮’    189，’

．‘:’
。'9，
〆 計

921
1一

’’

3｜       I 一一̅

，｜
| '

悪

(2)住居 SH-17 (第22 1X|、図版l1)

調杏lxl村東|川に位置する'漂穴住居。火端はI洲介区

外へ続く。北半のi,iif状に深い部分のみが残り、｜､fj半
は削平されて検川できなかった。規椣は南_|上5．95

m以上、東西4.7 m以上、深さ0．2m樫度。｜ﾉ1部で

柱穴を多く検川したが、PIT-4 0などがこの住j｢I}に

第20図2トレンチ遺構番号
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写真5 2トレンチ作業状況

- ＝ = ＝ ＝ = 一 = = ゴ
1.耕作-|弓
2.床士
3.黒禍-|Z(締まらな’
4.焼土

B！

＝

‘-EE垂

第21図2トレンチSH-1 0･出土遺物
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A

二 一 一 = = 一 一 二 」
DSH-17  1・焼土 2焼土(ややI'1っぽい)3.暗褐色’

第22図2トレンチSH-17･出士遺物

伴うものか。北端溝部の|||火付近で焼|：（08×0．9

×厚さ0 .14 m )があり、その下位にやや|部っぽい

焼土がごくi'I､＃く（厚さ0.04～0.08 m)唯枝する( |xl

版11-3･ 4)。

遺物は北､|《の満部分から少量出土した。高杯（22

1Xi1 ･2)、ジョッキ型土器の把手(22 1X| 3)、古代

の土師器識（22図4）などがあるが、いずれも小

片である。

(3)建物 SB-104 (" 23 M)

調査区' | }央部の東半に{ ' !【侭するl×2問の抑1 ' / :

柱建物。I* j火隅の柱穴は械川できなかった。方向は

ほぼ方位に沿う。南北4．0×東西2.4 m・時期を示

す遺物はなく、PIT-7 3．PIT-8 2からご､く小片が川

土したのみ。PIT-72 (23 1Xl、図版1 3-8)は北東Wル
の柱穴｡規棋は03×0．4×深さ0.38 m･焼土ブロッ

クを含むi1l! t  (23 1Xl ･断面l屑）があり、

ら縄文土器の小片が出｜:した（261叉'20)。

摸から↓↓て、’|'世以降のlﾘT届か。

(4)溝SD-7 (第24 ･ 25IXI、図版4．12･ 13)

，淵沓区北!) Li部に位置する満。長さ12.5 mを検川

した。，洲査|ﾒ北端からI柵|ﾉ[iに伸び、IjL雌付近でやや

浅くなって/J向を北西に変える。'| '央N近の幅3.96

m、深さ0.96 m・底｢iliはほぼ平坦で、束から埋まっ

ている。lll! tはH音褐色から照褐色を'!Lし、地l｣_|小I1II

の量などで分層した。各l l , f期の出|辿物があり、l l l !

没期間が睦かつたことを示す。饗は瞳ll l i i lで脚部をも

つ（251叉'6～10)が、全休が復元できる個体はな

い。内而をi'illって薄くしたものもある(25 1Xl 5、

| XI版19)。大叩壺(25 1'j<1 14、図版1 5-9)は底部

を欠損するのみでほぼ定形、満中央部の坪土中位か

こ こ か

柱ｼ'< MJ

-25-

．､可
②PIT-34/35(SH-171ﾉ､l)
l暗茶シルト(Pil-341IM Iz)
2茶シルトに地l1l小粒多く含むI
Pi I -35｣J-t)

3SK-18(SH-17i人l)
l .lli'f茶|に地lll小＃IIIごくわずか含む
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A A

澗査区北壁

3.賠褐_'二(地山5層の小粒を多く含む）
4蝋禍|堂
5"､(禍-|:(地山5111.lの小肘を
6褐土(地山）
7黄褐粘質土(地山）

(SSK-4
1黒褐土
2褐上
3黄禍filifjI上(地l11)

32，9m

- J
D                   D!

《イブ撹乱

$SK-70 (SD-7 1AI)
l褐上(締まらない.地山小粒を含む
2.黄褐Wi質土(地山）

③SD-7 洲査区llLi壁
l 耕 作 土
2黒褐上(締まる．地山小粒多く含む）
3.暗褐土(地l l_Iブロック多く含む）
4黄ﾈ訓,'ifI |:(地山）

----一一一塁---=一-
2 ／ / ̅ 一

〆̅、､_一一一一-三／
笠 3

[2)SD-7 ベルト北壁
(反転掲載）
l賠褐土(地l11 5届の小粒を多く含む）
2黒褐上(地' ' ' 5咽の小粒を多く含む）
3娘褐上
3,臘褐土(地111小粒多く含む）
4褐士(地l｣ l)
5.黄褐粘質土(地山）
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第 2 6図 2トレンチP I T 出土遺物

1 7

1 ノ

I

ら横に倒れた状態で,'ll  l呈した。鉢は小型でﾒL底の

もの（25図20～22）と扁､|えなもの（251叉'24．

25)、大型品（25図26）がある。,1| l i杯の杯部(25

IX1 34)は小片のため、復元径に難がある。上製勾

玉(25 1Xl 38．IXI版16-1)は一部が欠損するが、

顕祁に数本の線刻を施した丁字頭勾l《である。細文

時代の遺物には土器小片（25図3 9～4 4 )、石器

(膳石〔25図45〕石鍬〔251叉'46～48．|叉|版16-

5〕）がある。占代の辿物には鎮惠器の杯蓋、土師器
の杯がある(25 1XI 49．50)。

PlT-94

’一＜二二

11

-蔵

PlT-76
, ↑

4 - 1、

I

9

15

23

戸

"､
う 1
姿 I

PlT-99

、
／

／ 蝿｜
l

(5)土拡 SK-4 (第24 1XI⑤、｜叉|版1 3-3)

調査区''1央の|呵側、満SD-7の東に位置する土拡。

､|[|mは不整形で規模は1.3×1．3×深さ0.32 m、複
数の柱ｼ‘<が同時に即没したものか。遺物は土器小ハ・

のみ。

’

(6)土拡 SK-18 (第22図③、図版1 3-4)

ルリ査凶､|,1隅に位置する土拡。南W:[i lIfl;はi洲1ｲr区外へ

続く。竪穴住j , I I SH- l7に伴う還描か。規模は長さ

1.22 m以'二、IIIIII 2.2 m、深さ0.3 m・底部は平lll｡

, ' | ' ,  |這物(23M 1～9)は弥生～|I I墳時代の土器
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を中心に、縄文・占代を含む

(7)土拡 SK-70 (第24図④、｜叉|版1 3-5．6)
，洲査|ﾒ:'|'火|ﾉLilllll､  ii'''i SD-7の卜屑で検ll',した'二拡・

北I呵を排水パイプにⅢIIり込まれる。平面は長楕I!l形

で規模は1 .45×06×深さ0.2 m、底部は､Iz坦。遺

物はタタキ石（23図12 )のみが出 t o

(8)柱穴 PIT-34/35 (" 22 1xl②、|xI版1 3-7)
澗査区南半、竪穴{ i§届SH-17内部に位置する柱

γ<･堅ｼ‘<住居に伴う札穴か。PIT-34がPIT-35を州II

り込む｡規模はPIT-3 5が0.32×0.59×深さ0.62 m、

P IT-34が029×0 .4×深さ0 .17 m｡ P I T-35から

iWi杯脚部(26 M 6)、lli･代の護(26 1叉|5)が出to

(9)柱穴 PIT-62 (第19図）

建物SB-104 Iﾉq中央の柱7I<を掘り込む。lll!土から

鉄鎌が出土(26 1Xl 18、｜火|版1 6-4)。

(1 0)その他の出土遺物

検出' | 'に出土した辿物はトレンチごとに分けて掲

栽した(lトレンチ;" 18図、2トレンチ;第27 1Xl)。

鉄器（ﾉJ子破j !｢、第18図29，lX l版1 6-4)は試抓

調査1lXで検出' |='に出土した。2トレンチの縄文上

器（第2 7図 l ～ 1 2 ) は | | 絲部を掲載した。＋ ｣製

ｲi器にはサヌカイト（第271312･ 14)と黒ll111』ｲLi
(弟27図13 ･ 15 )とがある。カップ形のミニチュ

ア土器（第251叉'27．28）は|司径に復元できたが

接合せず、胎土も微妙に異なる別{i,'il体である。111-代

の移動式カマド（第27図33）は小片、｜く端焚き

ll付近の破片か。

第 4 節 ま と め

今回のi凋査によって、調査区全休から各ll寺代の追

椛・遺物が出｜:した。上屑がかなり削平されてい

たため、残存状態が想い遺椛が多い。「|1心となる

Ⅱ､↑期は弥生時代後期後半から古噛時代初吸にかけ

てで、住膳 ( l トレンチSH - 1 8． 7 3， 2トレンチ

SH-10､1 8)  jpi,'f  ( 2トレンチSD- 7)などがある。

住居は'1､↑期や方位が微妙に典なっている。2トレン

チの溝SD7は1111土に水性唯積物が見られないこと

から､ﾉk賂以外の用途のために掘i'i l lされたのだろう。

lトレンチの’1拡SK-2 1からもこの時期の遺物が

,''-1|こしたが、二次的な埋没の可能|ｿ|;もある状況だっ

た。このため、下屑で検l l lした抓立柱建物SB-128

の時期は明らかにし難い。

縄文||､lf代の辿物も少量ながら洲代地全休から,'l',土

した。後期から晩期にかけての磨消縄文を施した土

器（鉢・深鉢）や石器（石斧・石抓・石倣・石雌)、

イi核などがある。t器片は小片がほとんどで接合す

るものもないことから、道|:州の原位置はI!1辺にあっ

て開墾序で移血jしたものと觜えられる。行斧やｲi錘

(IXI版1 6-4)もあり、野|_I IJPi｢II川で幸を求めた､11時

の生湘について想起させられる。

占代から中l l l :にかけての遮物も川上し、厚手で破

脳しにくい土|｢l l l i器が|位ったほか、少量の須恵器や

j 'IA色土器、滑ｲi製品があった。この時期の遺構には

lトレンチ溝SD- 1のほか、二棟の掘立｜篇i建物があ

り、イ:1ヅ<規棋などからlトレンチSB-128は古代、

2トレンチSB-lO4は' |-}世の可能性がある。

今|!-IIの洲査純|〃|は限疋的であったが、このように

多様な||､f期の辿構を検出し､各種の遺物が出土した。

これらの遺榊は調査地周辺にもさらに連続して分布

していたことは|ﾘlらかである。1I｛仰ll 43ｲ|主の|術|場整

1il I i事業に際しての採集資料などからは、かなり広施

lji:|に及ぶﾉ〈＃J脱な造|:,'｣僻がIII!蔵されていたようであ

る（第1章注 l )。皿1地区において断続的ながら長

!UI1mの人類活Djが継続されてきたのは、11'1辺の集落

辿跡にも共通する要|ﾉ《|だが、河川に近接した高|唯な

台地_'三という環境にあったためと考えられる。

ノン保|||遺跡の南東台地上に位置する方保田束Ij喧
跡は、弥生時代後期から古填時代前期にかけて発展

した熊本県|ﾉ11,4大級の拠点集蘓遺跡である。方保田

束原遺跡ではこれまで60 1' ' l以|弓の先棚洲査によっ

て、鉄製品や亦色融料.を生'砿し、流通の''1核的役割

を果たしたと, i ' l i価されている（節1章注2)。

方保|Ⅱ遺跡と方保|l l束原遺跡は、菊池川の支流で

ある力保|-H川が|刑析した段IT崖をはさみ、I IL[線MIi離

で100 m程度の至近距離にある。方保| l l遺跡や隣
接する|'1石占|%LIの|辿跡、’'1石辿跡は、存続時1ﾘ)や

M1模などからﾉ)保田東原遺跡の周辺に位li'@iして生産

された物資の供給を受けた「子村」と位|〃づけるこ

とができる。しかしこれらの遺跡においては洲行事

例の苔械がある方保IH東原追跡とは異なり、詳細な

|ﾉ1容を{il認できる発}1ill !渦査の機会に乏しいのが現状
である。今後に期すこととしたい。

-31



､

1

第28図方保田遺跡出土遺物(昭和43年）
隈 昭志｢山鹿市方保田の石棺群と遺物包含層の調査｣ ]菊池川流
域の古代文化』熊日出版､2012年､340-341頁掲載を引用改変
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図版2 1トレンチ完掘状況
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図版3 1トレンチSD-1･S K-107

1  5D-1 南東から

q 零顎騨

2  5K-107 南西から

-37-



図版4 2トレンチ完掘状況
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図版6 1トレンチSH-73･SK-107
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図版7 1トレンチSB-128
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図版8 1トレンチSD-1
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図版9 1トレンチ土拡
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図版10 2トレンチSH-10
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図版11 2トレンチSH-17
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図版12 2トレンチSD -7
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図版14 1トレンチ出土遺物
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1  SK-21(第14図）

2  5K-21(第14図）
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5  5K-107(第16図）

図版15 1．2トレンチ出土遺物

2トレンチ出土遺物(7～9）

3  SK-21(第14図6)
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図版16 1．2トレンチ出土遺物

1トレンチ
SH-73 (9図8)

1 士製勾玉
2 ト レン チ
SD-7 (25図38)

’

2トレンチ
SH-1 0 (1 9図1)

1 4

15

2 滑石製模造吊

や←”
竺 I

16

｜
｜

に

17

1トレンチ
SH-73 (9図12)

句 う

と つ

2 ト レンチ
SD-1(13図41)

' 9

蟻5

1トレンチSD-1 (第12図）

1トレンチ
SH-73 (9図13)

2 トレンチ
PIT-57 (24図15)

24

1トレンチ
SK-3 (15図3)

1 トレンチ
SK-1 07
(16図1）

2トレンチ
PIT-62 (26図18)

3 縄 文 士 器

2トレンチ
検出中(25図10）

2トレンチ
SD-7 (23図46)

2 トレンチ
検出中(25図11）

試掘 1反
(18画29）

2 ト レン チ
PIT-50 (24図11)

4 鉄 製 品

1トレンチ
SK-107 (16図8)

1トレンチ
SH-73 (9図25)

5 石斧 ･石錘
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1 ト レン チ 石 器 (単位はcm、g)

I ト レ ン チ 鉄 器

ハ ワ

ーO／-

図版

番号
遺構名

取 上

番 号
器種・部位 長 さ 幅 厚さ 菫 呈 備 考

実測
番 号

10図1 6
SH-73

E 区
29 8 砥石？ 4.3 2.0 1．6 23．0 使用痕なし '12-2

1 0図2 7
３脾

区
Ｓ
Ｓ 314 石錘 6．6 6.6 1.6 65．5 '12-1

1 2図0 2
SD - 2 0

暗 茶 土
45 剥 片 石 器 6.0 2.0 1.1 8.0 黒 曜 石 '28 -6

13図26
SD-01

N - C間ベルト
9 石 核 4．9 3．8 1．7 33．0 サ ヌ カ イ ト T12-5

1 3図2 7
SD-01

c 区
1 可
l 廷 黒 曜 石 司 司

と . 之 2 .8 1.7 9.5 '25-5

1 3図2 8
SD-01

暗 褐 色 土 北 壁
5 8 黒 曜 石 2.3 2.5 1．0 こ う

J ， 二 T12-6

1 3図3 7
5 , - 0 2

北 S T
4 0

石 斧 （ 太 型

蛤刃）
不 明 不 明 不明 107．8 '25-3

1 3図3 8
SD-01

C 区 暗 褐 色 土
11 磨 製 石 斧 4.5 3.5 1.7 42．7 '25-4

1 3図3 9
SD-0 1

C 区 暗 褐 色 土
10 砥石 7.9 R R

ジ . 一 5 .5 301 . 8 四 面 に 使 用 痕 '25-1

1 3図4 0
SD-01

北 S T
4 0 砥 石 11．2 9.3 3,5 296 . 5 四 面 に 使 用 痕 '25-2

13図41
SD-01

N - [ 間 ベ ルト
9

滑 石 製 模 造

品
3.0 1.9 0.7 4．2

子持勾玉｡穴のうち1つは未貫通で1.5
mm程窪んだ状態

M17-5

13図42
SD-01

C 区 底 近 く
17 凝 灰 岩 う 1 1

皇 1 ． 1 18．1 16．8 E フ
ジ . ノ 二 面 に ベ ン ガ ラ 付 着 '26-1

13図43
SD-0 1

S 区
フ フ
ニ ' 凝灰岩 6.2 8.2 3.5 240 . 0 三面にベンガラ付着石棺材か M17-4

16図06 SK-21 3 5 4
磨石（クド

石か）
1 フ O E
I ニ ロ ノ ・ ヨ 8 .9 E 1

J ． ’ 8 6 7 . 8 被熱による変色か '20-2

1 6図0 7 5K-21 3 5 4 くぼみ石 7.6 6.4 4 . 4 273 . 0 -部黒変 '20-1

1 6図1 0
SK- 0 3

暗褐色土
178 打 製 石 斧 9.6 E E

J . 』 1 3 95．3 '13-1

1 6図3 4
SD-82

暗 褐 色 士
56 石 鍼 2.0 1.5 0 . 4 1.0 サヌカイト '28-7

1 7図0 3
SK-107

埋土中
へ r ̅ 〆

4 ． 0 石棺材か 14．7 15．7 3.8 1080．0 -部ベンガラ付着 m l - 2

1 7図0 4
SK-107

埋土中
256 石 棺 材 か 28．8 20.5 0.5 3 4 0 0 . 0 m l -1

1 7図0 8
SK-107

暗 褐 色 土
257 石錘 8.8 7 コ

′ 、 』 1.8 0 .2 砂岩？ T11-5

1 8図2 3
SK-16

暗 褐 色 士 南 東
194 石錐 3.9 フ 7

竺 ・ ′ 0．7 こ う
J , 竺 安山岩 '13-6

7 図 3 4
SK-18

黒 褐 色 士
198 砥 石 5．4 3．3 1.2 26．8 T9-4

1 0図1 4 SH - 7 3 308 釘 状 鉄 器 4．9 0．3 0．5 7 厘
竺 ． ノ 頭部欠損 M6 - 4

1 0図1 5
SH -73

暗 褐 色 土
295 刀 子 7 7

ノ . ノ
フ コ
ニ . ジ 0．3 8.5 M6-3

1 7図0 2 SK-107 258 刀 子 9．9
〆 〆

0 ． 0 1.8 16．0 柄 に 木 質 残 存 M15-1

1 8図2 9
試 掘 1 区

検 出 中
刀 子 。 7

J ･ ノ 1 .6 0．5 F へ

。 . 4 柄に木質残存 T 1 - m



1 ト レン チ 十 製 品

2 ト レン チ 石 器

2 ト レン チ 鉄 器

2 ト レン チ 土 製 品
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図 版

番号
遺構名

取 上

番号
器種・部位 長 と 幅 厚 さ 菫 呈 備 考

実 測

番 号

10図1 0
SH - 7 3

S 区 一 括
302 十 製 勾 雫 3.9 1．1 1.2 6．0 襄面は全体的に割れる '11-6

10図11
SH - 7 3

N 区
30 0 士 製 品 不 明 1.1 1.1 4．2 棒状の破片 '11-7

2 7図1 3 検 出 中 548 石族 1.4 1.0 0.4 0．2 ' 33 -4

2 7 図 1 4 検出中 548 石 族 2.1 1.9 0.4 1.0 '33-5

2 7図3 9 検 出 中 550 滑 石 製 石 蝸 78．3 復元口径（22.0） '34 -3

2 5図4 5
S D-07

トー中層
373 磨石 9.9 E フ

ノ . 二 4 .3 380．3 '40-1

2 5図4 8
S D-07

上 層
364 打 製 石 斧 10．7 兵 フ

ノ ロ ニ 0 .8 6 6 . 5 緑色片岩の未製品 '40-2

2 5 図 4 7 SD -07 3 7 0 打 製 石 斧 10．2 4.6 0.9 56．5 '40-3

2 5図4 6 SD - ( ) 7 3 7 0 打製石斧 ｢ 一 可

。 . 。 4 .6 1 可
1 ． 坐 4 8 . 2 '40-4

2 7 図 1 0 ラ ベ ル 無 し 541 打 製 石 斧 9.2 R 7
- J D 二

1.1 68．2 '44-1

27図11 検出中 543 打製石斧 9.5 「 マ
コ . ／ 1 ．

1 ロ ノ 115．5 ' 4 4 - 2

2 7図1 2 検出中 543 4 . 4 3.6 0.8 1 4 5 ' 44 -3

2 7図1 5 検出中 540 石 錐 3.4 1.4 0.5 1-7 ' 44 -4

2 3図1 2 SK- 7 0 4 9 6 敲き石 12．8 9 . 6
F  F

。 . 。 8 54 . 0 M 2 8 - 3

26図11 P I T50 431 打 製 石 斧 10．1 4 . 9 1．1 65．0 緑 色 片 岩 M30-4

2 6図1 5 plT57 4 3 5 打製石斧 10．5 4 . 8 1.4 82．5 緑 色 片 岩 M31-5

2 6図1 8 PlT62 4 3 9 鎌 8 . 0 2．6 0.6 。 1 7
ユ I . ’ M32-1

2 7図4 0 検出中 355 紡錘車 5．9
〆 1

0 . ’ 1.8 69．5 完 形 '33-3

21図01 SH-10 542 十 製勾雫 4 . 0
1 〆

｜，C 1.6 10．5 M21-3

2 5図3 8 SD -07 3 6 2 十製勾雫 4.4 2 . 0 1.4 15．0 T18-1
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ふりがな か と う だ い せ き

書名 方保田遺跡

副書名
水道事業による方保'二'三|配水池整備事業に伴う

方保田遺跡発伽調査（第1次調査）報告書
シリーズ名 山鹿市文化財洲査報告書

シリーズ番号 第 1 5 集

編著者名 宮 崎 歩

編集機関 山鹿市教育委員会

所在地
〒86 1-050 1熊本県lll鹿『|j山鹿156-3  (文化課）

電話0968-43-169 1

発行年月日

所 収 遺 跡 所在地 - 1 ●
- 1 ー I 、 北緯 東経 調査期|ﾊI 調査面積 調査原因

方保田
（1次）

熊本県|｣ |鹿市

方保田字木|く
2389．2390-］

4 3 2 0 8

- 167

33．

0′
面 、 〃

b

ノ
〃０６

Ｃ

Ｏ
ノ
 
〃

３
２
６

１
４
３

201 2 / 5 / 2 1 ̅

2 0 1 2 / 8 / 1 7

3 5 0 m 水道］I業

ll肥水池整備

所収遺跡 種 別 主な時代 キな遺構 主な遺物
方 保 田 第 1 次 集落 弥生後期後､'4～

占墳初皿

住居5

12坑

tli』葬主休部
満

'二器（弥生土器､古式土|'l'li器､須恵器、

|師器) 3326 kg
鉄製品、石製品

要約
水道事業に伴う発掘調査。周辺は昭和43年圃場整備の際に削平・遺物採取。調査区全休で弥生後期

から古墳初頭を中心とする遺構･遺物（-'三器､鉄器）が出|宅。このほか縄文後晩期（磨消縄文土器､石鍬、
石鍼、石錘、石錐)、,IT代～中世遺物（士帥器、須恵器、青白磁、黒色土器）も少量,I||士。

lトレンチ（配水タンク予定地）200㎡。弥生後期後半～,li墳初頭の竪穴住居3、埋葬施設主体部、
廃棄上拡。掘立柱建物の一部(,' , .代か)、中|ll :の満。

2トレンチ（機械棟予定地)  150㎡・弥生後期の竪穴住居2、溝1．ル||}術建物1(中lll:か)。
方保田遺跡は菊池川中流域の弥生時代拠点集落である方保|}|東原遺跡と近接し、周辺の小規模な同時

期集落遺跡とともに有機的関連を想定できるが、調査事例に乏しく典体的内容は不'11である。
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この電子書籍は、『山鹿市文化財調査報告第 15 集 方保田遺跡』を底本として作

成しました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本か

ら引用してください。 

底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、

直接、各施設にお問い合わせください。 

なお、平成 17 年（2005）に山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町、鹿央町が合併し山

鹿市となりました。調査記録及び出土遺物は、山鹿市教育委員会が保管しています。 

 

書名：山鹿市文化財調査報告第 14 集 馬見塚古墳群辻古墳 

発行：山鹿市教育委員会 

 

 〒861-0592 熊本県山鹿市山鹿 987 番 3 

 電話： 0968-43-1651 

 URL：https://www.city.yamaga.kumamoto.jp/ 

 

電子書籍制作日：2025 年 7 月 9 日 


